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事業目的 

 

障害者が工賃のアップを通じて地域で生き生きと「その人らしく暮らす」ととも

に、障害者の地域生活を支える「いきがい」の場のひとつとなっている障害福祉サ

ービス事業所等が生産活動を充実させ、支援力を高めることなどを目的として、神

奈川県内において、障害者総合支援法に規定する就労継続支援、地域活動支援セン

ター等を行う事業所のうち、工賃支払規定を有し、かつ工賃向上計画を作成してい

る事業所（以下「事業所」という。）を対象に事業を実施しました。 

 

事業報告Ⅰ      共同受注窓口組織推進事業 

 

複数の事業所が共同して工賃向上に取組む、共同受注窓口「はたらき隊かなが

わ」（以下「県共同受注窓口」という。）を次のとおり運営しました。 

 

共同受注窓口の運営 

 

企業・官公庁等から受注業務を獲得するため、 営業担当者を配置して、営業活動

および共同受注窓口組織登録事業所へ受注の配分、コーディネート、契約事務、納

品取りまとめ等の支援を行いました。 

 

１ 所  在  地 〒252-0804 

         神奈川県藤沢市湘南台 1-7-8 エスポワール 304 

         Tel 0466-53-7802 / Fax 0466-53-7803 

２ 営業担当者 1 名（稼働日数 250 日 

３ 登録事業所数 518 事業所    

障害福祉圏域別登録数は次のとおりです。 

 

圏 域 登録事業所数（箇所） 

R6 年度 R7 年度 

横 浜 168 171 

川 崎 71 72 

相模原 41 43 
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＜加盟促進＞ 

登録事業所の募集にあたって

は、はたらき隊かながわＷＥ

Ｂサイトヘの掲載、障害福祉

情報サービスかながわの活用

及び受注分配・イベント参加

時の同時登録により行いまし

た。 

 

４ 情報発信 

 

登録事業所の作業内容等の情報を取りまと

め、専用ホームページにて企業・官公庁・県民

等に向けた情報を発信しました。また、受注の

獲得に向けて、登録事業所が受注できる業務内

容についての情報を発信しました。 

また、テクニカルショウヨコハマ 2026 に出

展し、来場者(18,000 人)に共同受注窓口組織の

ＰＲ活動を行いました。 

 

 

５ 共同受注窓口組織の自主運営に向けた方策の検討 

 

かながわ工賃アップ推進検討会を開催し、県共同受注窓口の将来的な自主運営に

向けた方策について検討しました。 

 

受注実績 

 

令和７年度における受注実績は、次のとおりです。 

 

年度 件数（件） 配分数（箇所） 受注額(円) 

令和 7 年度 1,467 1,719 141,256,680 

令和 6 年度 1,306 1,629 140,444,227 

圏 域 登録事業所数（箇所） 

R6 年度 R7 年度 

横 三 43 43 

湘南東 50 50 

湘南西 59 60 

県 央 53 54 

県 西 25 25 

合 計 510 518 
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１ 受注の内訳 

  【令和 7 年度】 

区 分 受注額（円） 割合（％） 件数（件） 

官公需 101,009,106 72% 394 

官
公
需
の
内
訳 

神奈川県 

 

77,137,350 

 

76.4% 

 

319 

国 22,360,891 22.1% 61 

独立行政法人等 510,865 0.5% 12 

市町村 1,000,000 1% 2 

民需 40,247,574 28% 1,073 

合 計 141,256,680 100% 1,467 

   

２ 月別実績 

 

月 件数（件） 配分数（箇所） 受注額(円) 

４月 119 133 9,183,887 

５月 183 210 10,741,972 

６月 178 199 11,041,756 

７月 134 143 8,760,331 

８月 117 130 10,340,430 

９月 87 115 8,216,720 

10 月 172 189 9,406,323 

11 月 107 127 14,545,747 

12 月 132 148 14,608,878 

１月 73 90 11,293,242 

２月 82 98 13,758,977 

３月 83 137 19,358,417 

合計 1,467 1,719 141,256,680     

 

部会の設置 

 

令和７年度は、部会を次のとおり実施しました。 

 

１ 研修会等の開催 

＜売上げ強化サポート セミナー＆相談会＞ 
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（１）日 時：令和７年 12 月 18 日（水） 10:00～14:00 

（２）場 所：かながわ県民センター 

（３）参加者：セミナー16 事業所 17 名 

       相談会 ３事業所 ４名 

（４）内 容：セミナー 

１ オープニング なぜ売上強化が必要なのか 

２ セミナー１  価格交渉の実践 

         神奈川県よろず支援拠点 酒井和美氏 

３ セミナー２  付加価値向上戦略  

株式会社青葉ギフト 福地寛芳氏 

相談会 

・価格交渉に関する相談  

神奈川県よろず支援拠点コーディネーター 

・商品付加価値に関する相談 

         株式会社青葉ギフト 福地寛芳氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）アンケート結果（抜粋） 
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セミナー1【価格交渉の実践】について、実践したいと思うことがありましたら記載ください。 

 
・まずはお客様のご要望や立場、状況を理解し、B 型事業所のことも知って頂いた上で、交渉する

事を心掛けます。 
・また、見積テンプレートの例を参考に根拠のある作業レートや見積を出し対応していきます。 
・環境整備 お客様に理解してもらう発信の準備から考えたい。 
・交渉先（取り引き企業）に自分たちのこと、障がい者の自立した生活、工賃・収入の仕組みを知

ってもらうこと。 
・交渉テクニック 
・見積のフォーマットを再編しようと思います 
・見積計算テンプレートの活用と利用者のスキルマップの作成 

 
セミナー２【付加価値向上戦略】について今後の商品開発・改良に活かせると感じた点について記

載ください。 

 
・オリジナルの有無は強いと感じました。 
・大量生産が出来ない自主生産品の為、なかなか苦戦をしております。簡単ではないと思いますが、

例としてご紹介頂きました付加価値付商品を参考に社内でアイディアを出し合ってみます。 
・今あるものからアイディアを広げる視点、身近なものに価値を見出せる可能性があるというお話

にはチャレンジできそうという希望が感じられた。 
・事業所の PR においても強みやセールスポイントを付加価値として付けられるようにしていきた

い。 
・自社ブランドを作る 
・付加価値をどのように付けるか、様々な角度から物事を考える必要性を感じました 
 

 



7 

 

 
 

 

 
 

＜テクニカルショウヨコハマ 2026＞ 

 （１）日 時：令和８年２月４日（水）～６日（金） 

 （２）場 所：パシフィコ横浜展示ホールＡ・Ｂ・Ｃ  

 （３）来場者数：18,000 人 

 （４）内 容：首都圏最大級の工業技術・製品に関する総合見本市テクニカル

ショウヨコハマに出展し、情報の発信、収集、交流を広範囲に

展開しました。 

 

 

 

 

– 
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２ 販売会等の開催 

 

＜２９４×１０＞（ふくし売店） 

（１）場 所： 神奈川県庁新庁舎１階 

（２）開店日：通年（原則祝祭日を除く月曜日から金曜日に開店） 

（３）出店事業所  

そよかぜ南の家、パステル 

多機能型事業所ジャンプ、エヌ・クラップ 

パン屋のオヤジ、サンメッセしんわ 

就労継続支援 B型はばたき 

（４）売上額 4,625,025 円（４月１～３月 31日） 

 

＜県庁公開日販売会＞ 

（１）日 時：令和７年５月３日（土） 10:00～16:00 

（２）場 所：神奈川県庁本庁舎駐車場 

（３）出店事業所（ふくし売店） 

多機能型事業所ジャンプ 

エヌ・クラップ 

サンメッセしんわ 

（４）売上額 436,320 円 

 

 

 

＜神整商・神整振フェスティバル＞ 

（１）日 時：令和７年９月８日（日）9:00～16:00 

（２）場 所：パシフィコ横浜展示ホール 

（３）出店事業所 

神奈川ワークショップ 

第２かたるべ社 

めいあい衣笠 

北部日中活動センター 

ワンヘルスラボ 

オレンジふれあい 

（４）売上額：75,680 円 
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３ 県西地区への作業分配 

 

昨年度に続き県西地区に作業を分配し、平均工賃の向上に資する活動とし

て、複数事業所の参加による共同作業を実施しています。 

＜「伊豆湘南道路アンケート」封入・封緘作業・発送準備＞ 

・ハブ事業所：コスモス学園中沼ジョブセンター 

・実施事業所：コスモス学園中沼ジョブセンター、コスモス学園松田センター 

合力の郷、ほうあんのぞみ、ほうあん第１しおん 

就労継続支援Ｂ型事業所 歩、メダカ販売所 

プレアデス、ふくらん 

・配分した作業：190,000 部 

        

＜「神奈川県特殊詐欺被害防止絵本」丁合セット・梱包・発送準備＞ 

・ハブ事業所：コスモス学園中沼ジョブセンター 

・実施事業所：コスモス学園中沼ジョブセンター、コスモス学園松田センター 

合力の郷、ほうあん第１しおん、メダカ販売所 

プレアデス、ふくらん 

・配分した作業：71,000 セット  

 

＜「貧困女性つながりサポート」丁合・封入セット・梱包・発送準備＞ 

・ハブ事業所：コスモス学園中沼ジョブセンター 

・実施事業所：コスモス学園中沼ジョブセンター、コスモス学園松田センター 

就労継続支援Ｂ型事業所 歩、合力の郷、プレアデス、ふくらん 

・配分した作業：18,000 個 

         

＜「ヘルプマーク」セットアップ・梱包＞ 

・ハブ事業所：ほうあん第１しおん  

・実施事業所：コスモス学園中沼ジョブセンター、コスモス学園松田センター 

合力の郷、ほうあん第１しおん、ありんこホーム 

第２ありんこホーム 

・配分した作業：14,000 個 

 

＜「酒匂川サイクリングコース第 1 回」除草＞ 

・実施事業所 コスモス学園中沼ジョブセンター、コスモス学園松田センター 
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農業ステーション、合力の郷、梅香園、ふくらん 

・請負金額 500,000 円 

 

＜「酒匂川サイクリングコース第２回」除草＞ 

・実施事業所 コスモス学園中沼ジョブセンター、コスモス学園松田センター 

農業ステーション、合力の郷、梅香園、ふくらん 

・請負金額 500,000 円 

 

＜「県産ひのき製カスタネット制作」やすり掛け・組み立て・梱包＞ 

・ハブ事業所：コスモス学園中沼ジョブセンター 

・実施事業所：コスモス学園中沼ジョブセンター、コスモス学園松田センター 

梅香園 

・配分した作業：500 個 

 

＜「県産ひのき製鳴子制作」やすり掛け・組み立て・梱包＞ 

・ハブ事業所：コスモス学園中沼ジョブセンター 

・実施事業所：コスモス学園中沼ジョブセンター、コスモス学園松田センター 

メダカ販売所 

・配分した作業：500 個 

 

事業報告Ⅱ    発注に貢献した企業への表彰事業 

 

民間企業から対象事業所への発注を促進することを目的に、対象事業所へ業務発

注をした民間企業等に対して表彰を行いました。 

 

選考委員会 

 

発注に貢献した企業表彰について、対象事業所より４社の推薦がありました。 

11 月 25 日に選考委員による協議をおこない、推薦要件を満たす４社を表彰企業

に決定しました。 

 

１ 発注に貢献した企業の推薦期間  令和７年９月 29 日～10 月 24 日 
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２ 表彰の対象となる推薦要件 

 

（１）令和２年度から令和６年度までの５年間で、対象事業所に年間 100 万円以

上の発注を２年以上連続して継続していること。または、令和２年度から

令和６年度までの５年間で、年間 50 万円以上の発注を４年以上連続して

継続していること。なお、複数の事業所への発注で要件を満たしていれば

対象となります。 

（２）同一企業・同一法人でないこと。親族の経営する企業でないこと。 

（３）労働関係法規を遵守していること。 

（４）過去、本事業で表彰を受けていないこと。 

 

３ 選考委員会 

 

（１）開催日時 令和７年 11 月 25 日（火） 10:00～11:00 

（２）開催場所 オンライン開催（ＺＯＯＭ） 

（３）選考委員  

   ・眞保 智子 氏 法政大学 

   ・宮沢 浩之 氏 公益財団法人神奈川産業振興センター 

   ・西村 春美 氏 神奈川県障害福祉課 

 

発注に貢献した企業への表彰 

 

３社の表彰式を実施しました、１社については、推薦事業所により表彰状等の受

け渡しを行いました。 

 

１ 表彰企業 

 

名 称 推薦事業所 

川崎市総合福祉センターふくふく管理組合 アシストワーク神木 

社会福祉法人敬和会 敬和荘 紅梅園 

サンコー株式会社 多機能型事業所ジャンプ 

自治労川崎市職員労働組合 神奈川ワークショップ 
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２ 表彰式（障害者差別解消法講演会にて実施） 

（１） 日 時：令和８年２月 10 日（火）12:35～12:50 

（２） 場 所：やまと芸術文化ホール サブホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業報告Ⅲ    農福連携による障害者の就農促進事業 

 

農業分野での障害者の就労を支援し、障害者の職域拡大や工賃向上を図るととも

に、農業の担い手不足解消につなげることを目的に、次の事業を実施しました。 

 

農福セミナーおよび相談会の開催 

農業分野での障がい者の就労を支援し、障がい者の職域拡大や工賃向上を図ると

ともに、農業の担い手不足解消につなげることを目的に、次の事業を実施しまし

た。 

１ セミナーの開催 

 

（１）第１回開催 

ア 日 時 令和７年 12 月９日（火）から 12月 19 日（金）まで 

イ 場 所 オンラインによる限定配信 

ウ 内 容  

・農福連携の概要について 障害福祉課 社会参加推進グループ 

・農作業上の留意点にについて 農業振興課普及グループ 

川崎市総合福祉センター      社会福祉法人敬和会様         サンコー株式会社様 

ふくふく管理組合様 
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・農業参入制度の概要について かながわ農業アカデミー就農企業参入課 

・農福連携取組事例 Farm330  笹尾 美香氏 

エ 参加者数 30 名 

オ アンケートの結果 
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5．全体的な感想やご意見がございましたらお願いします。 

・実践している方からのお話は参考になりました。 
・障害事業所側の作業受け入れ体制にも課題を感じますが、こうして農家様が試行錯誤してどうしたら

利用者様に伝わるのか考えて頂けていることが嬉しかったです 
 

（２）第２回開催 

ア 日 時 令和８年２月３日（火）から２月 13 日（金）まで 

イ 場 所 オンラインによる限定配信 

ウ 内 容  

・農福連携の概要について 障害福祉課 社会参加推進グループ 

・６次産業化の概要、支援制度等について 農政課 ブランド推進グループ 

・農福連携取組事例 キルクももはま  椎野 淳子氏 

エ 参加者数 26 名 
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オ アンケートの結果 
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5．全体的な感想やご意見がございましたらお願いします。 

・初回の事例紹介はもう少しまとめて頂いてもよかったかと思いました。 
・酷暑で時間を変えていたりフットワークが良い印象で頑張りが伝わりました。 
・他の事例も聞いてみたいと思いました。 
・事例発表 2 を拝見して、働き方改革、気候に応じた労働時間という観点から、5 時半からの職員の作

業、9 時過ぎからのメンバーさんが出勤されてからの対応等、参考になりました。今回、法人内職員で、
農作業を行う作業所を創設することに興味がある方がいましたので、かながわの農福連携という言葉
は聞いておりましたが、実際に話をお伺いしようということで、参加させていただきました。研修や
相談会への参加も行い、今後の動き方についてもご指導いただき、本気ならば、ご相談へも伺わせた
く思っております。今後とも宜しくお願い致します。 

・自法人でも取り組めそうなことを拾い上げて提案してみたい。市内の農福連携について調べてみます。 

 

２ 相談会の開催 

 

新たに農業分野参入の検討、６次産業化の推進等に係る取組みを検討している

事業所等に対して、農業技術等に関する相談会を開催しました。 

 

（１） 日 時 令和８年２月 13 日（金） 

（２）場 所 ＺＯＯＭを利用したオンライン開催 

（３）参加者 神奈川県障害福祉課社会参加推進グループ 

かながわ農業アカデミー 

神奈川県農業振興課 

神奈川県農政課 

共生推進本部室 

しんわルネッサンス 

一般社団法人富史産業 

熊沢酒造株式会社 

一般社団法人福祉の音色 

  

（４）内容 

・相談内容：福祉側としては利用者さんが充実した作業ができているが、農業法人側は

人材不足の解消につながっていないのではないかという懸念について、具

体的にどのような農福連携が理想的なのか。 

・助言内容：農業法人とのウィン・ウィン関係が継続の鍵。最初からできることを期待

するのではなく、徐々にレベルアップしていくことが大事。作業を細分化

し、障害者の強みに合った仕事を見つけることが最も重要。専用の工具を

用いるなど、作業方法の工夫で生産性を上げられる。利用者さんは反復作

業が得意な傾向がある。 
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・相談内容：農家さんとの連携における契約形態、リスク管理、利用可能な助成金につ

いて教えてください。 

・助言内容：契約形態は「請負契約」が多い。補助金としては「農山漁村振興交付金」

があるが要件が厳しく、3 年以内に従事者が 5 人以上増える必要がある。 

・相談内容：農福連携の認知度が低いのではないか、農家さんへの説明会など推進活動

についておしえてほしい。 

・助言内容：農家さんの認知度はまだ低く、行政も今年度から農業者対象の研修会を開

始している。また農協も農福連携に取り組み始めている。マッチング事業

は年間 15 件程度（神奈川県全域）。地域差が大きく、地域によって取り組

みの有無が異なる。 

 

農業技術等にかかる助言・指導 

 

農業等の分野への参入や 6 次産業化の取り組みを実施する事業所に対して、農業

技術や６次産業化等の専門家による助言・指導を次のとおり実施しました。 

 

 

 実施時期 事業所名 助言・指導の内容 

１ 
令和７年 12 月９日 社会福祉法人一燈会 

経営企画課 

・シイタケの取引先について 

２ 
令和７年 12 月 17 日 

 

令和８年１月６日 

 

 

 

令和８年３月２日 

きゃべつ畑・窓 ・栽培に手間のかからない野菜の提案 

・アグリシート、マルチシートの活用 

・土壌改善の方法 

・連作障害の予防策 

・効果的に収穫を増やす方策 

・花や植物の販売について 

・害虫・暑さ対策 

・ナス、ピーマン、長ネギ、落花生の栽培 

３ 
令和７年 12 月 18 日 

令和８年２月 13 日 

令和８年２月 20 日 

キルクももはま ・長ネギの栽培、出荷のポイント 

・ブロッコリーの栽培、出荷のポイント 

・ジャガイモの栽培、出荷のポイント 
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マルシェ（市場）の開催 

の開催 

農業関係団体と連携した上で、農福連携に取組む事業所におけるマルシェ（市

場）を開催しました。 

＜ＳｕｎＳｕｎマルシェ＞ 

１ 開催日 令和７年 11 月９日（日）  

２ 会 場 平塚湘南海岸公園 

３ 参加事業所 

さくらの家福祉農園 

神奈川ワークショップ 

しんわルネッサンス 

サンメッセしんわ 

梅香園、福祉作業所リトルスター、きらめき野菜、神奈川セルプセンター 

４ 売上合計 83,600 円 

 

＜ふくし村まつり＞ 

１ 開催日 令和７年 11 月 15 日（土） 

２ 会 場 社会福祉法人光友会湘南ふくし村 

３ 参加事業所 

  神奈川ワークショップ 

  さくらの家福祉農園 

  神奈川セルプセンター 

４ 売上合計 21,560 円 

 

 

＜ともいきゆうえんち in 相模原＞ 

１ 開催日 令和８年３月 22 日（日） 

２ 会 場 神奈川県立相模原公園 

３ 参加事業所 神奈川ワークショップ 

４ 売上合計 33,691 円 
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 事業報告Ⅳ    かながわ工賃アップ推進検討会 

 

外部有識者からなるかながわエ賃アップ推進検討会を開催し、エ賃向上に関する

意見を聴取するとともに、障害者生産活動支援事業全体の公平かつ効果的な実施に

努めました。あわせて、共同受注窓口組織の自主運営に向けた方策の検討を行いま

した。 

 

＜検討会構成員＞ 

眞保 智子 氏 法政大学 現代福祉学部 

宮沢 浩之 氏 公益財団法人神奈川産業振興センター 

浅井 茂幸 氏 県身体障害施設団体連合会 

船山 敏一 氏 県精神障害者連絡協議会 

庭野  勉 氏 神奈川県社会就労センター協議会 

 

１ 第１回開催  

（１）日  時 令和７年 10 月 17 日（金） 10:30～12:00  

（２）開催方法 オンライン開催（ＺＯＯＭ） 

（３）内  容  

・令和７年度神奈川県障害者生産活動支援事業計画及び進捗状況につい

て 

・令和６年度の工賃実績について 

・工賃向上に向けた意見交換 

 

２ 第２回開催  

（１）日  時 令和８年３月 27日（金） 13:30～15:00  

（２）開催方法 オンライン開催（ＺＯＯＭ） 

（３）内  容  

・令和７年度工賃向上支援事業の進捗状況について 

・共同受注窓口のあり方検討会について 

・障害者の「働き方」について 

・次年度工賃アップ推進検討会の構成員について 

 

以上 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人神奈川セルプセンター 

〒252-0804 神奈川県藤沢市湘南台 1-7-8 エスポワール 304 

TEL 0466-53-7802 FAX 0466-53-7803 E-mail kyodo@kyodo-juchu.com 

https://www.kyodo-juchu.com 
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